
コンパクトシティについて 

【コンパクトシティの定義 （国土交通省ホームページより抜粋）】 

◇一般的には（1）高密度で近接した開発形態、（2）公共交通機関でつながった市街

地、（3）地域サービスや職場までの移動の容易さ、という特徴を有した都市構造

のことを示すと考えられる。 

◇実際のコンパクトシティにはいくつかの類型があり、例えば「多極ネットワーク

型」、「串と団子型」、「あじさい型」といったパターンがある。  

【青森市のコンパクトシティ】 

◇除排雪やインフラ維持管理のコスト増などの課題に対応させるため、中心市街地

に人を集め、郊外は自然保護と合わせて無秩序な開発を抑制。 

◇中心市街地に複合商業施設をオープン、図書館なども中心部に移設など、中心市

街地活性化に向けた取組を実施。 

   ※参考：青森市都市計画マスタープラン、青森市中心市街地活性化計画 

【本市のコンパクトシティの考え方】 

◇苫小牧市都市計画マスタープランを策定（第２期－２０１９～２０３８年） 

 ・都市計画に関する基本的な方針 

 ・まちづくりの将来ビジョンを確立し、地域別のあるべき「まち」の姿を定める

もの。 

◇苫小牧市立地適正化計画を策定中 

 ・都市計画マスタープランを補完する計画。より具体化した内容。 

・コンパクトシティ・プラス・ネットワークの考えで、まちづくりの形成を進

め、都市機能等の緩やかな誘導を促すもの。 
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立地適正化計画の概要立地適正化計画の概要

人口の急激な減少と高齢化を背景として、健康で快適な生活環境を実現し、財政面及び経営面において持続可能な都市経営を可能

とすることが、今後のまちづくりの大きな課題となっている。

こうした中、医療・福祉施設、商業施設や住居等がまとまって立地し、住民が公共交通により生活利便施設等にアクセスできるなど、福

祉や交通なども含めて都市全体の構造を見直し、『コンパクトシティ・プラス・ネットワーク』の考えで、まちづくりの形成を進めるための計画

として、立地適正化計画制度が創設され、苫小牧市においても現在立地適正化計画を策定中となっている。

背景

■立地適正化計画における区域等のイメージ 都市機能誘導区域

出典 国土交通省資料

居住誘導区域
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